
おおさとおおさと

　新
成
人
の
方
々
と
の
懇
談

で
は
将
来
の
夢
や
希
望
の
他

に
、
町
に
対
す
る
率
直
な
意

見
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
若

い
世
代
の
視
点
に
は
感
心
す

る
こ
と
が
多
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
大
郷
小
６
年
生
が
定

例
会
を
傍
聴
し
、
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
議
会
見
学

で
何
を
学
ば
れ
た
の
か
注
目

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　広
報
広
聴
常
任
委
員
会
で

は
、
よ
り
読
み
や
す
く
、
よ

り
分
か
り
や
す
い
議
会
広
報

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
研
修

会
へ
の
参
加
や
視
察
を
通
じ

て
学
ん
だ
こ
と
を
、
こ
れ
か

ら
の
紙
面
づ
く
り
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

 

鎌
田

　暁
史

編
集
後
記

　私
が
15
年
間
大
郷
町
で
暮
ら
し
て
き
て
、
大
郷

町
の
良
さ
を
た
く
さ
ん
知
り
ま
し
た
。

　大
郷
町
の
良
さ
は
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
な
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
疲
れ
て
い
る
時
で
も
、
自
然

を
目
に
す
る
と
元
気
に
な
れ
ま
す
。

　今
、
私
は
大
郷
中
学
校
に
在
学
中
で
す
が
、
残

り
わ
ず
か
で
卒
業
で
す
。
大
郷
の
小
中
学
校
で
本

当
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
友

達
と
の
関
わ
り
方
、
支
え
て
く
れ
る
人
の
大
切
さ

な
ど
、
様
々
な
場
面
で
成
長
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　大
郷
小
、
中
学
校
に
通
う
こ
と
が
で
き
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　将
来
は
ど
う
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
た

ち
が
暮
ら
し
て
き
た
大
郷
町
を
、
大
切
に
し
て
く

れ
る
人
が
少
し
で
も
多
く
増
え
て
く
れ
た
ら
う
れ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
大
郷
町

が
少
し
ず
つ
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。　そ

し
て
、
自
然
を
大
切
に
し
て
暮
ら
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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鈴
木
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赤
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幸
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（味明）
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福島県大玉村議会 山形県川西町議会

広報広聴常任委員会  視察研修広報広聴常任委員会  視察研修12/18・19

　令和５年町村議会広報全国コンクールにおいて、
表紙デザイン賞「銅賞」を受賞している。議会を
身近にし、議会活動への理解を広げたいという意
図があり、表紙と裏表紙を飾る「住民の声」を重
点としている。

今回は、議会だよりの編集や広聴活動などをテーマに視察を実施しました。先進自治体

の研修結果を参考に、町民の皆様に愛される議会だよりを目指してまいります。

（
令
和
７
年
成
人
式
）

（
令
和
７
年
成
人
式
）

　平成27年度町村議会広報全国コンクールにて、
最優秀賞をはじめ、14年連続して入選を果たし
ている。住民参加のコンテンツも多く設け住民と
のコミュニケーションを大切にしているなど、常
に研さんを重ね、広報紙づくりに努力している。

大
切
な
場
所
お
お
さ
と

大
切
な
場
所
お
お
さ
と

24
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会
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会

町
花
：
つ
つ
じ

町
花
：
つ
つ
じ

発行責任者／大郷町議会議長 石川良彦
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▲20歳の誓い（令和７年成人式）

　大学では国際教養
学部に在籍している。
留学経験者から刺激
を受けた。卒業後は
１年間留学する予定。
将来はパイオニアと
して前に立てるよう
になりたい。
　交通の便が悪いと
感じている。住民バ
スは土日の運行や、
時間の制約について
融通が利けば教育の
幅が広がると思う。

　仙台の会社で経理
の仕事をしている。
学生のときにボラン
ティアの経験がある。
平和に暮らしていき
たい。
　温泉（夢実の国）
があってほしかった。
幅広い年齢層が利用
すると思う。サウナ
も必要。紅葉を見れ
るスペースを希望す
る。タクシーを利用
しやすくしてほしい。

　大学の法律学部に
所属している。自分
の居場所を見つけた
い。地元である大郷
の活性化に尽力でき
ればと思う。
　大郷は自然が売り
なので、自然を生か
したアトラクション
施設があればよいと
思う。空き家バンク
の現状や町と企業と
の提携はどうなって
いるのか知りたい。

　医療事務の専門学
校に通っている。マ
イナ保険証の導入に
は地域格差を感じて
いる。病院関係の職
種である診療情報管
理士を目指したい。
　住民バスの本数が
少ない。１日あたり
の本数を増やしてほ
しい。親に道の駅ま
で迎えに来ても
らうことがあっ
たのでバス停の
検討も。

　大学の生活デザイン学科
に通学している。卒論の
テーマは「大郷」にしたい。
将来は地域の活性化や課題
の解決に取り組めればと思
う。
　フリーマーケットは古着
が安く買えたりと、若者ウ
ケする内容だと思う。大郷
に魅力はあるが、広告・Ｐ
Ｒに工夫がほしいと感じる。

　看護系の大学で災害看護
について学んでいる。地域
の医療格差をどうにかした
い。フライトナースを志望
したときもあったが、今は
模索中。
　モロヘイヤソフトが大好
き。美味しいので、もっと
広めてほしい。ＳＮＳで情
報発信できれば、道の駅の
利用者が増えると思う。

　大学で経営学を専攻して
いる。学外ではボランティ
アサークルで街頭募金など
に取り組んだ。起業して経
営の現場に立ちたい。
　道の駅の利用者は多く、
フリーマーケットには町外
からの来客があり、大郷は
いい所が増えている。キャ
ンプ場があれば町の活性化
につながるのでは。

令和6年12月11日、成人式運営委員の方々と
「大郷町に思うこと」や「将来の夢」に

ついて座談会を行いました。
※民法上では2022年４月１日時点で18歳、19歳の方が成人と
　なりましたが、大郷町では20歳で成人式を行っています。

※

二十歳二十歳二十歳

大郷町を大郷町をこんな町にこんな町に
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大郷小
6年生
大郷小
6年生

定例会を傍聴
　私は、議会を見ることはな
かったので、この議会見学を楽しみにしていま
した。
　実際にモニターや生で見ると、町のことや小
中学校、小学生のタブレット教育について話し
ていました。小学生のタブレット教育に先生た
ちは、ついていけているかという話し合いが一
番聞きとれました。私は、その話し合いの時に
先生たちは、タブレット教育についていけてる
のになと思いました。
　議会に参加している人たちは、すっごく座っ
てる時の姿勢が良かったです。私も見習いたい
と思います。そして、議員さんの方には、名前
の書いてある名札が机に置いてありました。私
が一番驚いたことは、小学生の私たちが学校で
している話し合いとは、雰囲気が違っていまし
た。
　議会見学は、たくさん学べることがありまし
た。議会見学をまたしたいなと思いました。

遠藤　美空 さん
（６年１組）

5 4

えんどう み そら あさ の ゆうだい

　ぼくは、テレビでは見たこ
とがあるけど、見に行くのは初めてだったので
ワクワクしました。
　テレビで見たように激しく言い争っているの
ではなく、しっかり話し合いになっていました。
その話し合いでは、小学校、中学校のタブレッ
トは、先生たちは使いこなせているのかという
ことを話し合っていました。ぼくたちも、使っ
ているタブレットのことなので、話が大体分か
りました。議会の休憩時間には、いすに座らせ
てもらいました。議長さんの席にも座らせても
らいました。普通のいすとは違って、ふかふか
していて、肘掛けも付いていました。
　議会の人たちは、どのように話し合っている
のかを知ることができてよかったです。これを
参考にしてぼくたちも話し合っていきたいです。

浅野　裕大 さん
（６年１組）

　私が、議会見学に行って学
んだことは、大郷町のまちづくりの様子につい
てです。
　町長さんや議員さんが、大郷町のまちづくり
について、真剣に話し合っていました。大郷町
の施設のことなど、資料を見たりしながら話し
合っていました。議場の様子も、実際に見て学
んできました。議場はとても静かで、少ししゃ
べっただけでも聞こえるくらい静かでした。町
長が議会見学が終わったときに、みんなが住み
やすい大郷町にしたいと言っていました。私は、
町長さんや議員さんが、大郷町について一生懸
命考えているんだと思いました。
　議会見学で学んだことをこれからの生活に活
かしていこうと思います。

山口　翔子 さん
（６年２組）

真剣な話し合い

やまぐち しょう こ たつ る

　ぼくが、大郷町議会の見学
に行って分かったことは、議員さんの気持ちで
す。
　ぼくたちが見学に行った、一般質問では、各
議員さんが、大郷町民のくらしが豊かになるよ
うに、考えてくださっていることがよく分かり
ました。
　議員さんの質問の中で、「大郷には温泉がな
いので、道の駅などに温泉をつくれば、車で遠
くまで移動することが大変な人も、温泉に入る
ことができる」ということを聞いて、町民の大
人から子どもまで、みんなが、温泉があったら
いいと思っているのではないかと思います。
　議会見学に行って、まちが豊かになるよう、
考えていることが分かりました。

阿部　竜弦 さん
（６年２組）

たくさんの学び 話し合いを参考に

まちが豊かに

あ べ

№217 みんなの議会みんなの議会
令和７年２月

№217
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

令和７年２月

№217
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

令和６年12月３日、大郷小学校の6年生66人が、
一般質問の様子を見学しました。

定例会を傍聴定例会を傍聴



問　内訳は。

答　融雪剤、消防用のホース12本の購入で

ある。

住民アンケート予算を削除する修正案を可決

問
　先
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
予
算
が
足
り

な
く
な
っ
た
か
ら
補
正
予
算
を
出
す
と
い
う

の
は
、
あ
り
え
な
い
話
で
は
な
い
か
。
順
番

を
間
違
っ
て
い
な
い
か
。

答

　予
算
に
つ
い
て
は
今
あ
る
総
務
管
理
費

の
中
で
利
用
し
、
不
足
し
た
際
は
補
正
予
算

で
対
応
と
決
定
し
た
。
今
後
、
も
し
同
様
の

案
件
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
と
報
告
し
た
な
か

で
、
対
応
で
き
れ
ば
と
思
う
。

問
　補
正
予
算
が
否
決
と
な
っ
た
ら
ど
う
す

る
の
か
。

答

　で
き
る
だ
け
経
費
を
か
け
な
い
方
法
を

考
え
る
が
、
ど
う
し
て
も
足
り
な
く
な
っ
た

場
合
は
、
3
月
補
正
予
算
に
再
度
計
上
す
る

か
予
備
費
で
の
対
応
を
考
え
る
。

▲住民アンケート調査回答用紙（資料）

問答問答

小学校 消耗品費小学校 消耗品費

志田谷地排水機場および行井堂堰の
施設整備に係る負担金

農地費
農村地域防災減災事業
農地費
農村地域防災減災事業

８行政区の８組織に対する農業施設等
の長寿命化を図るための事業補助金

農業振興費
多面的機能活動組織給付金
農業振興費
多面的機能活動組織給付金

42
万円

問　何カ月分の予算か。

答　４カ月分の予算である。燃料費、光熱

水費の他に、浄化槽維持管理業務、警備保

障業務などの委託費。

縁の郷 管理費縁の郷 管理費209
万円

補正
予算
第８号

12月定例会

　一般会計補正予算（第８号）は7913万7千円で計上されましたが、おおさとス

マートスポーツパーク（SSP）構想の賛否を問う住民アンケートの費用132万5千

円を削除し、7781万2千円を追加、歳入歳出それぞれ64億2823万2千円になりま

した。

修
正
案
賛
成

鎌
田 

暁
史 

議
員

　住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
費
用
を
現
行
予
算
か
ら
支

出
す
る
と
町
が
決
め
た
こ
と
に
よ
り
、
予
算
審
議

を
行
う
機
会
が
失
わ
れ
た
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
を
否
定
し
て
い
る
の
で

は
な
い
。

修
正
動
議

　予
算
も
計
上
せ
ず
、
強
引
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
。
予
算
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
、
実

施
す
る
と
い
う
基
本
的
な
こ
と
も
守
れ
な
い
の

に
、
S
S
P
構
想
は
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
と

不
安
要
素
が
ま
た
増
え
た
。
こ
の
よ
う
な
事
例

を
一
度
で
も
容
認
し
て
し
ま
う
と
、
何
で
も
あ

り
の
予
算
付
け
に
な
る
も
の
と
懸
念
す
る
。

提
案
理
由

 

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
︵
第
８
号
︶
の

審
議
に
お
い
て
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
費
用
を
削

除
す
る
修
正
案
の
動
議
が
提
出
さ
れ
賛
成
多
数

に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

時
間
外
手
当

問

　６
月
、
９
月
に
も
計
上
さ
れ
て
い

た
。
な
ぜ
今
回
も
計
上
し
た
の
か
。

答

　６
月
、
９
月
に
計
上
し
て
い
な
い

課
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
合
併
70
周
年
の

記
念
事
業
準
備
な
ど
で
今
回
計
上
し
た
。

母
子
福
祉
会

問

　解
散
と
な
っ
た
理
由
は
。

答

　会
員
の
高
齢
化
と
会
員
数
の
減
に

よ
る
も
の
と
伺
っ
て
い
る
。

敬

　老

　会

問

　欠
席
者
へ
の
記
念
品
が
、
タ
オ
ル

１
本
だ
っ
た
。

答

　約
１
５
０
０
人
に
配
布
し
て
お
り
、

配
布
時
の
負
担
を
考
え
た
。

就
学
前
教
育
・
保
育
施
設

整
備
事
業
補
助
金

問

　屋
根
・
外
壁
の
修
繕
事
業
が
国
に

事
業
採
択
さ
れ
ず
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

　こ
ど
も
園
の
運
営
に
影
響
は
出
て
い

る
か
。

答

　修
繕
を
緊
急
に
行
う
も
の
で
は
な

く
、
影
響
は
な
い
。

町
道
補
修
工
事

問

　修
繕
が
必
要
と
な
る
の
は
木
ノ
崎

線
の
み
か
。

答

　緊
急
性
が
あ
る
と
把
握
し
て
い
る

場
所
で
、
木
ノ
崎
線
が
最
優
先
と
考
え

て
い
る
。

高
額
介
護
合
算
療
養
費

問

　過
年
度
分
に
つ
い
て
一
部
未
支
給

が
発
生
し
た
原
因
は
。

答

　還
付
の
手
続
き
に
お
い
て
事
務
的

な
漏
れ
が
一
部
に
あ
っ
た
。
被
保
険
者

に
申
請
を
促
す
対
応
が
漏
れ
て
お
り
、

対
象
の
方
々
に
は
訪
問
し
て
説
明
を
行

っ
た
。

介
護
保
険
料

問

　保
険
料
が
高
い
と
思
っ
て
い
る
人

が
多
い
。
町
単
独
で
県
の
平
均
に
近
づ

い
た
金
額
で
対
応
で
き
な
い
か
。

答

　保
険
料
を
1
0
0
円
下
げ
る
の
に

約
1
0
0
0
万
円
の
基
金
の
投
入
が
必

要
。
県
の
平
均
値
と
す
る
た
め
に
は
、

基
金
の
残
高
が
足
り
な
い
。

東
成
田
浄
水
場
修
繕

問

　内
容
は
。

答

　昭
和
51
年
頃
に
取
得
し
た
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
建
物
に
対
し
て
、

屋
根
の
ふ
き
替
え
、
外
壁
の
改
修
、
ひ

び
割
れ
の
修
繕
を
行
う
。
付
属
屋
的
な

木
造
の
建
物
は
腐
食
が
進
行
し
て
お
り
、

解
体
し
て
新
設
す
る
。

そ
の
他
の
質
疑

問答問答問答問答問答問答問答 問答

1782
万円

1297
万円

障がいのある方々の短期入所やグル
ープホーム利用の増、報酬単価の増
によるもの

障害者福祉費
自立支援給付費
障害者福祉費
自立支援給付費

制度改正に伴う対象児童数および第
３子支給額増等によるもの

児童措置費
児童手当
児童措置費
児童手当

1318
万円

1590
万円

　発
議
者

　
 

鈴
木

　利
博 

議
員

 

石
垣

　正
博 

議
員
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議案採決結果一覧表
石
川
良
彦

高
橋
重
信

石
垣
正
博

熱
海
文
義

田
中
三
惠
子

金
須
新
一

鈴
木
恵
子

佐
々
木
和
夫

赤
間
則
幸

鈴
木
利
博

鎌
田
暁
史

赤
間
繁
幸

採
決
結
果

議　　　　案　　　　名
（略　称）分　類

可

可

可

可

可

可

可

可

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

●

○

●

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

●

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

-

-

-

-

-

-

-

-

報告第12号

議案第56号

議案第57号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

議案第61号

議案第62号

報告

議案

修正案

議案

議案

議案

修正議決
した部分を
除く原案

専決処分の報告

工事請負変更契約の締結について

財産の取得について

補

　
　正

　
　予

　
　算

特
別
会
計

一般会計（第8号） 64億2823万円（7781万円↑）

一般会計（第8号） 64億2823万円（7781万円↑）

水　　道　　事　　業　　会　　計（第2号）
　①収益的支出：２億4282万円（450万円↑）
　②資本的支出：１億163万円（300万円↓）

下　　水　　道　　事　　業　　会　　計（第2号）
　収益的支出：３億7376万円（40万円↓）

国民健康保険（第2号） 9億3397万円（1025万円↑）

介護保険（第2号）  11億5688万円（20万円↑）

報告のみ

可：可決　　否：否決　　○：賛成　　●：反対　　退：退席　　欠：欠席
※可否同数でない限り、議長（石川良彦）は採決に加わらない。

（↑）は増額、（↓）は減額

12月12日　福島県 三春町
ペーパーレス議会の取り組み効果について。
議会広報モニター制度の効果について等。

12月13日　福島県 桑折町
住民との議会報告・意見交換会について。
自由討議実施要項、町民会議実施要項等。

議会運営委員会　視察研修議会運営委員会　視察研修

第
４
回
定
例
会

可

可

可

可

可

可

可

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

-

-

-

-

-

-

-

議案第63号

議案第64号

議案第65号

議案第66号

議案第67号

議案第68号

議案第69号

大郷町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について

特別職の職員で常勤の者の給与及び旅費に関する条例の一部改正について

職員の給与に関する条例の一部改正について

　　一般会計（第９号） 64億6043万円（3219万円↑）

　　介護保険特別会計（第３号） 11億5707万円（19万円↑）

　　水道事業会計（第３号） 収益的支出：２億4321万円（39万円↑）

　　下水道事業会計（第３号） 収益的支出：３億7483万円（107万円↑）

補

　正

　予

　算

第
６
回
臨
時
会

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -議案第１号 一般会計補正予算（第10号） 　65億2022万円（5979万円↑）

第
１
回
臨
時
会

9

一般議案

12月定例会防災コミュニティセンターの

備 品 購 入
【
議
案
第
56
号
】

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

　１
３
０
９
万
８
千
円
を
増
額
し
、

工
事
請
負
契
約
金
額
１
億
８
５
７

９
万
８
千
円
と
す
る
。

提
案
理
由

　

　成
田
橋
橋
梁
修
繕
工
事
に
つ
き
、

床
版
撤
去
後
の
詳
細
調
査
の
結
果
、

橋
台
側
面
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剥
離

や
橋
台
・
橋
脚
の
ひ
び
割
れ
が
確

認
さ
れ
増
額
と
な
っ
た
も
の
。

問
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
空
洞
の
部

分
を
ハ
ン
マ
ー
で
た
た
い
て
点
検
。

そ
の
部
分
を
撤
去
・
補
修
し
て
強

度
が
保
て
る
の
か
。

答

　規
定
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
の
っ

と
っ
て
実
施
し
て
い
る
。

問答

3月4日㈫午前10時から
3月19日㈬まで

ライブ中継と録画を動画サイト「YouTube
（ユーチューブ）」にて、配信しています。
右記のQRコードよりご覧になれます。

次回定例会

【
報
告
第
12
号
】

専
決
処
分
の
報
告

　一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
７

号
︶　衆

議
院
議
員
選
挙
に
よ
る
諸
費

用
１
０
４
２
万
２
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
63
億
５
０
４

２
万
円
と
な
っ
た
。

【
議
案
第
62
号
】

財
産
の
取
得

　防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
備
品
一
式
︵
会
議
室
・
事
務
室

・
ホ
ー
ル
等
の
机
・
椅
子
な
ど
︶

を
、
１
０
９
４
万
５
千
円
で
購
入
。

問
　
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
は
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
建

物
で
あ
る
。
他
家
電
メ
ー
カ
ー
へ

の
変
更
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答

　機
械
に
問
題
な
い
限
り
は
こ

の
ま
ま
進
め
る
。

問
　
１
回
目
は
不
調
。
２
回
目

が
１
社
の
み
の
応
札
で
あ
る
。

今
後
慎
重
に
さ
れ
た
い
。

答

　さ
ら
に
慎
重
に
物
事
を
進
め

て
い
き
た
い
。

問答 問答

▲開通が待たれる成田橋

〇入札結果
　　応札者
㈱太陽事務機
　　仙北営業所
Ａ社
Ｂ社
Ｃ社
Ｄ社
Ｅ社

順位

1

　１回目

10,250,000

10,570,000
11,600,000
事前辞退
事前辞退
失格

　２回目

9,950,000

辞退
辞退

（税抜き）単位：円

予定価格　10,209,570円（税抜き）

▲完成間近の防災コミュニティセンター
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問
　
社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
を
整
え
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
け
る
こ
と

が
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
目
的
。

　
す
で
に
、
構
想
が
始
ま
っ
て

３
年
以
上
に
な
る
。
先
生
方
の

授
業
の
や
り
方
、
校
務
の
改
革

に
十
分
役
立
っ
て
い
る
の
か
伺

う
。

答
　
教
育
長　
校
務
の
軽
減
策

と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る

児
童
生
徒
の
出
欠
確
認
お
よ
び

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
成
績
処
理
や

成
績
表
へ
の
記
載
軽
減
を
し
た

り
、
児
童
生
徒
の
健
康
状
態
を

複
数
の
教
職
員
で
確
認
を
す
る

こ
と
で
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
て

い
る
。

　ま
た
、
会
議
資
料
の
ぺ
ー
パ

ー
レ
ス
化
や
ウ
ェ
ブ
会
議
へ
の

参
加
な
ど
有
効
活
用
が
図
ら
れ

て
い
る
。
今
後
も
教
職
員
の
研

修
を
積
極
的
に
実
施
。
効
果
的

▲ＩＣＴ活用での成果

ト
を
受
け
た
成
績
や
、
行
事
な

ど
へ
の
参
加
な
ど
、
学
習
の
参

考
と
な
る
も
の
も
評
価
し
、
通

知
表
の
担
任
所
見
欄
に
取
り
組

み
や
頑
張
り
を
反
映
し
て
い
る
。

　不
登
校
状
態
で
あ
っ
て
も
、

社
会
的
自
立
に
向
け
た
支
援
を
、

学
校
各
機
関
が
連
携
し
、
適
切

に
実
施
す
る
こ
と
が
一
層
大
切

に
な
っ
て
く
る
。

問
　
不
登
校
の
児
童
生
徒
が
欠

席
中
に
行
っ
た
学
習
の
成
果
を
、

成
績
に
反
映
で
き
る
か
。

答
　
教
育
長
　評
価
・
評
定
は
、

学
習
や
授
業
へ
の
取
り
組
み
、

作
品
や
提
出
物
、
定
期
考
査
や

単
元
テ
ス
ト
、
実
技
な
ど
の
結

果
を
総
合
的
に
評
価
し
て
い
る
。

　ケ
ア
ハ
ウ
ス
も
自
宅
で
テ
ス

な
活
用
に
努
め
負
担
軽
減
を
図

る
。

（
脚
注
）

　※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
は
。

　
　情
報
や
通
信
に
関
す
る
技
術

　※
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
と
は
。

　Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
に
よ
り
創
造
性

を
育
て
る
教
育
の
実
現
を
目
指
す
。

問
　
全
国
の
小
中
学
校
に
お
い

て
、
外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
が

増
加
。

　
本
町
で
も
今
後
増
加
す
る
も

の
と
考
え
る
。
宗
教
・
給
食
・

文
化
な
ど
違
っ
た
様
々
な
国
か

ら
来
る
こ
と
か
ら
課
題
も
多
く
、

学
校
側
も
対
応
が
難
し
く
な
る
。

　
日
本
語
を
理
解
で
き
な
い
子

ど
も
も
多
く
い
る
と
思
う
。
本

町
は
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

答
　
教
育
長
　教
員
補
助
者
を

小
中
学
校
に
配
置
し
、
外
国
籍

の
児
童
生
徒
に
授
業
の
補
助
。

　県
費
負
担
の
日
本
語
指
導
講

師
を
小
中
学
校
に
配
置
。
外
国

籍
の
児
童
生
徒
に
個
別
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

　今
後
も
、
外
国
籍
の
児
童
生

徒
が
安
心
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問

問

答

答

問答

石垣　正博議員
いし がき まさ ひろ

ＩＣＴ活用での校務改革は

教職員の負担軽減など有効活用（教育長）

令和７年２月

№217
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

外
国
籍
の
子
ど
も
の

支
援
は

欠
席
中
の
学
習
を

成
績
に
反
映

一
般
質
問

11

まさひろいしがき

しんいちき　す

のりゆきあか　ま　

けい　こ　すず　き　　

あきふみかま　    だ　

としひろすず　き　

かず　おさ　 さ　き　　

しげゆきあか　ま　

み　え　こ　　　た　なか

質問議員 質　　問　　件　　名

１．情報化社会に合わせた学習環境の整備を
２．外国籍の受入れについての学校の対応は
３．欠席中（不登校）の学習を成績に反映

１．危険ブロック塀の早期解消を
２．昭和時代に建設された公共施設の今後は

１．道の駅の集客向上について
２．地域公共交通の更なる充実を

１．町道の維持・管理について
２．健康づくりについて
３．受診率向上について
１．スマートスポーツパーク構想について
２．町有財産の利活用について
３．ＰＦＡＳによる環境汚染問題について
１．小学校　通学時のヘルメット着用
２．「おおさと地域振興公社」の独立を
３．「パストラル縁の郷」の売却を

１．畜産経営に関わる飼料高騰及び販売価格低迷について
２．スマートスポーツパーク構想の進捗状況について

１．パストラル縁の郷について
２．公共交通について

１．帯状疱疹予防について
２．肺炎予防について

掲載ページ

9名が町政を質す!9名が町政を質す!
次ページから一般質問

石垣　正博 議員

金須　新一 議員

赤間　則幸 議員

鈴木　恵子 議員

鎌田　暁史 議員

鈴木　利博 議員

佐々木和夫 議員

赤間　繁幸 議員

田中三惠子 議員

P.11

P.12

P.13

P.14

P.15

P.16

P.17

P.18

P.19
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問
　高
齢
化
社
会
が
進
む
中
、

無
理
な
運
転
を
し
て
し
ま
う
方

々
が
増
え
て
大
き
な
惨
事
を
招

い
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
前

に
公
共
交
通
機
関
の
さ
ら
な
る

充
実
の
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
、
対
策
を
講
じ
て
い
か

な
け
れ
ば
、
何
も
変
わ
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
。

　さ
ら
な
る
利
便
性
向
上
の
た

め
、
路
線
の
見
直
し
、
新
た
な

経
路
を
、
考
え
て
み
て
は
ど
う

か
。

答
　町
長　
利
便
性
向
上
を
図

る
た
め
に
は
、
公
共
交
通
機
関

の
運
行
形
態
の
見
直
し
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。
協
議
会
を
組

織
し
、
利
用
実
態
の
調
査
や
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
な
が

ら
具
体
的
な
運
行
形
態
を
見
直

し
て
い
く
。

▲新しい住民バス

財
政
負
担
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、

補
助
事
業
の
活
用
や
民
間
事
業

者
と
の
連
携
も
含
め
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ら
、
実
現
に
向
け
た
検
討
を
開

始
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　既
存
の
建
物
を
生
か
し
て
、

入
浴
施
設
を
造
っ
て
は
ど
う
か
。

答
　町
長
　道
の
駅
に
設
置
す

る
こ
と
で
、
今
よ
り
も
集
客
が

見
込
ま
れ
る
可
能
性
は
高
く
な

る
と
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

建
設
費
や
維
持
管
理
費
な
ど
の

問
　町
民
が
求
め
る
交
通
機
関

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

る
の
か
。

答
　町
長
　皆
さ
ま
の
要
望
に

対
し
て
、
で
き
る
限
り
お
応
え

し
、
利
便
性
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
に
努
め
て
い
く
。

問
　物
産
館
駐
車
場
は
使
い
勝

手
が
悪
い
。
せ
っ
か
く
買
い
物

に
来
る
お
客
様
が
素
通
り
し
て

い
く
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　現
在
の
駐
車
場
配
置
を
変
え

て
消
防
署
方
面
裏
手
よ
り
道
を

つ
な
ぎ
、
入
り
口
を
変
え
て
は

ど
う
か
。

　大
型
車
駐
車
場
を
西
側
へ
移

し
、
普
通
車
用
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
も
の
か
。

答
　町
長
　議
員
の
提
案
の
と

お
り
、
現
在
の
道
の
駅
進
入
口

を
西
側
に
移
動
し
、
西
側
駐
車

場
の
外
側
を
通
り
な
が
ら
消
防

署
裏
ま
で
結
ぶ
環
状
道
路
を
整

備
し
、
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
の
全

体
の
整
備
計
画
を
見
直
す
こ
と

で
、
利
用
者
の
利
便
性
、
安
全

性
の
向
上
、
さ
ら
に
は
、
渋
滞

緩
和
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

問問

問

答答

答

問答

公共交通機関のさらなる充実を

具体的な運行形態を見直していく（町長）

令和７年２月

№217
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

赤間　則幸議員
あか ま のり ゆき

道
の
駅
の

集
客
向
上
に
つ
い
て

一
般
質
問

13

役
割
も
大
き
い
施
設
で
あ
る
の

で
、
慎
重
に
方
向
性
を
定
め
て

い
き
た
い
。

議
会
の
ご
意
見
な
ど
を
伺
い
な

が
ら
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

問
　
大
松
沢
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
体
育
館
が
雨
漏
れ
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
。
町
の
考
え
は
。

答
　
教
育
長
　個
別
計
画
に
基

づ
き
、
令
和
６
年
度
に
部
分
的

に
施
工
を
行
っ
た
が
、
耐
用
年

数
を
超
過
し
て
い
る
建
物
で
あ

る
。
防
災
上
の
拠
点
と
し
て
の

議
会
の
ご
意
見
な
ど
を
伺
い
な

が
ら
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

問
　
大
松
沢
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
体
育
館
が
雨
漏
れ
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
。
町
の
考
え
は
。

答
　
教
育
長
　個
別
計
画
に
基

づ
き
、
令
和
６
年
度
に
部
分
的

に
施
工
を
行
っ
た
が
、
耐
用
年

数
を
超
過
し
て
い
る
建
物
で
あ

る
。
防
災
上
の
拠
点
と
し
て
の

答
　
町
長
　危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀

撤
去
の
さ
ら
な
る
加
速
化
を
図

る
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
所
有
者

の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
補
助
金

の
上
乗
せ
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問
　
町
民
体
育
館
、
大
松
沢
社

会
教
育
セ
ン
タ
ー
体
育
館
、
旧

大
松
沢
小
学
校
、
文
化
会
館
な

ど
は
ど
の
よ
う
に
更
新
し
て
い

く
の
か
。

答
　
教
育
長
　本
町
が
策
定
し

た
﹁
大
郷
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
﹂
の
理
念
に
基
づ
き
、

﹁
大
郷
町
公
共
施
設
等
個
別
整

備
計
画
﹂
に
記
載
さ
れ
て
い
る

計
画
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
施
設

ご
と
に
適
正
に
対
処
し
た
い
。

問
　
役
場
庁
舎
を
更
新
す
る
際
、

同
一
敷
地
内
に
公
共
施
設
を
複

合
化
し
た
施
設
（
図
書
館
・
歴

史
民
俗
資
料
館
・
集
客
ホ
ー
ル

等
）
を
併
設
す
る
べ
き
と
思
う

が
。

答
　
町
長
　複
合
化
は
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
削
減
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
一
方
で
建
設

コ
ス
ト
増
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
、

問
　
町
内
に
は
、
小
学
校
を
中

心
と
し
た
お
お
む
ね
半
径
5
0

0
ｍ
の
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
に
、

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
２
５
４
ｍ

に
わ
た
っ
て
存
在
す
る
。
こ
の

現
状
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
か
。

答
　
町
長　
令
和
６
年
11
月
末

現
在
、
延
長
は
1
8
0
ｍ
に
減

少
し
て
い
る
。
改
修
必
要
な
危

険
度
２
の
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
改

修
率
1
0
0
％
に
向
け
、
引
き

続
き
撤
去
事
業
を
進
め
て
い
き

た
い
。

問
　
今
後
該
当
エ
リ
ア
対
象
者

に
ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し

て
い
く
の
か
。
 

答
　
町
長
　今
後
も
県
と
連
携

し
て
個
別
訪
問
を
行
う
な
ど
、

早
期
撤
去
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
く
。

問
　
補
助
金
の
上
限
を
期
間
限

定
で
解
除
し
、
早
期
解
消
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

危険ブロック塀の早期解消を

引き続き撤去事業を進めていきたい（町長）

一
般
質
問

▲安全な通学路の確保を（県の提供資料より）

問答

問答

問答

問答問答問

答

金須　新一
き す しん いち

昭
和
時
代
に
建
設
さ
れ
た

公
共
施
設
の
今
後
は

議員

12
№217 みんなの議会みんなの議会

令和７年２月

№217
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会



問
　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
る
寄
付
の
見
込
み
は
。

答
　
町
長
　現
時
点
で
事
業
実

施
が
確
定
し
て
い
な
い
た
め
、

積
極
的
に
募
集
で
き
な
い
状
況
。

事
業
実
施
が
確
定
し
た
ら
様
々

な
方
法
を
活
用
し
て
募
集
活
動

を
開
始
す
る
。

問
　
ス
ポ
ー
ツ
Ｘ
社
の
工
事
費

が
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

町
の
負
担
は
増
え
な
い
認
識
か
。

答
　
町
長
　事
業
者
の
工
事
費

が
増
加
し
た
場
合
は
、
事
業
者

が
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
。

問
　
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
費
用

総
額
と
、
総
務
管
理
費
に
不
足

が
生
じ
る
か
ど
う
か
の
見
込
み

は
。

答
　
町
長
　住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
費
用
総
額
は
１
３
２
万
４
１

６
５
円
。
予
算
不
足
が
生
じ
る

こ
と
か
ら
補
正
予
算
を
提
案
す

る
。

問
　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
る
寄
付
の
見
込
み
は
。

答
　
町
長
　現
時
点
で
事
業
実

施
が
確
定
し
て
い
な
い
た
め
、

積
極
的
に
募
集
で
き
な
い
状
況
。

事
業
実
施
が
確
定
し
た
ら
様
々

な
方
法
を
活
用
し
て
募
集
活
動

を
開
始
す
る
。

問
　
ス
ポ
ー
ツ
Ｘ
社
の
工
事
費

が
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

町
の
負
担
は
増
え
な
い
認
識
か
。

答
　
町
長
　事
業
者
の
工
事
費

が
増
加
し
た
場
合
は
、
事
業
者

が
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
。

問
　
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
費
用

総
額
と
、
総
務
管
理
費
に
不
足

が
生
じ
る
か
ど
う
か
の
見
込
み

は
。

答
　
町
長
　住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
費
用
総
額
は
１
３
２
万
４
１

６
５
円
。
予
算
不
足
が
生
じ
る

こ
と
か
ら
補
正
予
算
を
提
案
す

る
。

▲事業者の概算工事費は妥当か（中粕川地区）

心
・
安
全
な
水
の
提
供
が
行
わ

れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
最
優
先

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
河
川
、
た
め
池
な
ど
の
水

質
検
査
項
目
に
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
測

定
を
追
加
す
べ
き
と
考
え
る
。

答
　
町
長
　環
境
省
や
県
の
意

見
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
検
査

の
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
場

合
に
は
、
追
加
し
て
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
見
解
は
。

答
　
町
長
　国
や
県
の
動
向
に

沿
っ
て
適
切
に
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

問
　
「
水
質
検
査
」
が
義
務
付

け
ら
れ
た
場
合
の
対
応
は
。

答
　
町
長
　今
後
、
水
道
法
上

の
水
質
検
査
項
目
に
見
直
し
が

あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
安

問

　議
会
で
は
関
連
予
算
を
２

回
否
決
し
て
い
る
。
議
決
に
向

き
合
う
べ
き
で
は
。

答
　
町
長
　本
町
の
将
来
を
考

え
た
と
き
、
必
要
な
事
業
で
あ

る
。
議
会
で
は
反
対
が
多
く
て

も
、
町
民
に
は
、
や
れ
と
い
う

声
が
あ
る
。

問
　
縁
の
郷
、
国
か
ら
の
交
付

金
の
返
還
に
つ
い
て
は
。

答
　
町
長
　関
係
機
関
に
も
相

談
し
た
が
、
町
が
直
接
運
営
管

理
す
る
の
で
あ
れ
ば
直
ち
に
補

助
金
の
返
還
を
求
め
る
も
の
で

は
な
い
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
。

問
　
今
後
の
運
営
方
針
は
。

答
　
町
長
　で
き
る
だ
け
早
期

に
新
た
な
指
定
管
理
者
を
選
定

し
、
議
会
に
諮
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
　
保
健
セ
ン
タ
ー
前
の
太
陽

光
発
電
施
設
で
所
有
者
が
変
更

と
な
っ
た
経
緯
は
。

答
　
町
長
　当
初
運
営
し
て
き

た
事
業
者
か
ら
、
そ
れ
ま
で
設

備
等
管
理
の
委
託
を
受
け
て
い

た
事
業
者
に
事
業
譲
渡
し
た
。

問問問 答答 問答

問問 答

問答

答

答

問問問 答 答答

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
よ
る

環
境
汚
染
問
題

ピ
ー
フ
ァ
ス

ピ
ー
フ
ァ
ス

ピ
ー
フ
ァ
ス

「SSP構想」議決に向き合うべき

将来を考えたとき必要な事業（町長）
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鎌田　暁史
かま だ あき ふみ

町
有
財
産
の
利
活
用

議員

※
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
：
人
工
的
に
作
ら
れ
た
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
総
称
。

　さ
ま
ざ
ま
な
健
康
へ
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

一
般
質
問
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た
だ
け
る
よ
う
受
診
方
法
や
日

程
、
会
場
な
ど
を
調
整
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
町
の
財

政
状
況
も
考
慮
し
、
一
定
の
自

己
負
担
に
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
町
民
の
健
康
維
持
や
、
受

診
率
向
上
の
た
め
に
、
現
在
、

健
保
組
合
別
や
年
代
別
で
あ
る

検
診
料
を
、
一
律
無
料
化
に
す

る
考
え
は
な
い
の
か
。

答
　
町
長
　町
と
し
て
は
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
方
に
受
診
い

問
　
町
民
の
健
康
維
持
や
、
受

診
率
向
上
の
た
め
に
、
現
在
、

健
保
組
合
別
や
年
代
別
で
あ
る

検
診
料
を
、
一
律
無
料
化
に
す

る
考
え
は
な
い
の
か
。

答
　
町
長
　町
と
し
て
は
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
方
に
受
診
い

ま
ら
な
い
と
相
談
を
受
け
て
い

る
。
公
助
・
共
助
の
分
の
取
決

め
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、

こ
の
課
題
だ
け
に
か
か
わ
ら
ず

人
口
減
少
の
中
で
、
一
定
の
線

引
き
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
３
台

が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後

新
し
い
機
器
の
導
入
な
ど
検
討

し
て
い
る
の
か
。

答
　
教
育
長
　新
規
導
入
の
予

定
は
な
い
の
で
、
現
在
あ
る
機

器
を
有
効
活
用
し
て
い
く
。

問
　
長
く
健
や
か
に
生
活
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
、
高
齢
者
に

適
し
て
い
る
健
康
づ
く
り
と
は
。

答
　
保
健
福
祉
課
長
　65
歳
以

上
が
人
口
の
約
4
割
を
占
め
る

状
況
で
、
そ
の
な
か
で
介
護
費

用
を
か
な
り
負
担
し
て
い
る
状

況
。
介
護
予
防
に
力
を
入
れ
た

い
。

問
　
今
後
、
町
と
し
て
高
齢
者

の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
材

を
育
成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
保
健
福
祉
課
長
　社
会
福

祉
協
議
会
の
体
制
充
実
も
考
え

て
い
く
。

問
　
高
齢
化
が
進
む
本
町
で
町

民
の
方
々
の
負
担
軽
減
を
考
慮

し
つ
つ
「
き
れ
い
な
町
　
大
郷

町
」
を
目
指
し
て
い
く
べ
き
で

は
、
そ
の
中
で
縁
石
回
り
の
草

が
多
数
見
受
け
ら
れ
る
。

　
手
付
か
ず
に
し
て
お
い
た
な

ら
ば
、
い
ず
れ
道
路
の
修
繕
費

が
か
さ
む
の
で
は
。

答
　
町
長　
雑
草
の
成
長
に
よ

り
、
舗
装
を
破
損
さ
せ
る
可
能

性
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　特
に
、
道
路
沿
線
に
人
家
が

な
い
幹
線
道
路
の
歩
車
道
境
界

ブ
ロ
ッ
ク
際
の
雑
草
は
、
除
草

作
業
が
困
難
な
場
所
が
多
く
繁

茂
す
る
た
め
、
路
面
が
損
傷
す

る
ま
え
に
除
草
作
業
を
実
施
で

き
る
よ
う
、
道
路
管
理
に
努
め

て
い
く
。

　

問
　
困
難
な
場
所
を
早
急
に
解

決
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

答
　
地
域
整
備
課
長
　行
政
区

長
か
ら
も
、
高
齢
化
で
人
が
集

「きれいな町　大郷町」へ

道路管理に努めていく（町長）

一
般
質
問

▲安全できれいな町道へ

問答問答問答

問答

問答問答

鈴木　恵子
すず き けい こ

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

受
診
率
向
上
に
つ
い
て

議員
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問
　
宮
城
県
や
Ｊ
Ａ
な
ど
と
連

携
し
予
算
措
置
と
支
援
策
を
要

望
し
て
い
る
と
の
答
弁
で
あ
っ

た
が
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

答
　
町
長　
肉
用
子
牛
生
産
者

補
給
金
や
、
優
良
和
牛
生
産
推

進
支
援
事
業
の
奨
励
金
が
交
付

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

国
の
補
正
予
算
や
県
の
支
援
策

な
ど
を
注
視
し
て
お
り
、
地
域

生
産
額
向
上
に
向
け
た
支
援
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

問
　
畜
産
農
家
の
経
営
状
況
が

厳
し
く
事
業
継
承
が
困
難
で
は
。

答
　
町
長
　市
場
価
値
・
販
売

価
格
が
向
上
す
れ
ば
利
益
が
生

ま
れ
持
続
可
能
に
な
る
。
経
営

状
況
を
改
善
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

問
　
大
郷
産
牛
の
消
費
拡
大
戦

略
は
。

答
　
町
長
　道
の
駅
で
常
設
販

売
の
検
討
や
催
事
で
の
試
食
販

▲消費拡大を期待するブランド　仙台牛

契
約
締
結
、
工
程
・
基
礎
資
料

の
作
成
を
進
め
て
お
り
12
月
中

旬
に
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
予
定
。

問
　
ス
ポ
ー
ツ
Ⅹ
社
の
財
政
状

況
は
大
丈
夫
か
。
問
題
点
、
疑

問
点
を
払
拭
で
き
る
の
か
。

答
　
町
長
　途
中
で
計
画
が
縮

小
さ
れ
よ
う
が
、
ど
う
さ
れ
よ

う
が
、
用
地
買
収
と
盛
土
工
事

を
し
て
引
き
渡
す
こ
と
で
、
町

の
責
任
を
果
た
す
。

　そ
の
後
の
将
来
に
つ
い
て
は
、

町
の
資
産
と
し
て
ど
う
運
用
し

て
い
く
の
か
は
、
次
の
も
の
が

考
え
る
べ
き
。

売
な
ど
で
、
販
路
お
よ
び
消
費

拡
大
を
実
施
し
て
い
る
。
民
間

企
業
と
共
同
で
大
郷
産
仙
台
牛

を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
開
発
を

行
い
、
仙
台
・
東
京
・
大
阪
の

店
舗
で
提
供
さ
れ
て
い
る
。

問
　
執
行
部
提
案
の
議
案
が
２

度
否
決
さ
れ
て
い
る
現
状
や
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
踏

ま
え
て
、
計
画
を
遂
行
す
る
の

か
、
計
画
を
中
止
す
る
の
か
、

今
後
、
事
業
の
推
進
は
。

答
　
町
長
　町
民
の
約
半
数
か

ら
意
思
表
示
を
い
た
だ
い
た
の

で
、
そ
の
結
果
を
尊
重
し
事
業

を
推
進
し
て
い
く
。
反
対
意
向

の
意
見
に
も
真
摯
に
受
け
止
め

理
解
い
た
だ
く
よ
う
努
め
て
い

く
。

問
　
測
量
設
計
業
務
費
が
そ
れ

ぞ
れ
可
決
さ
れ
て
い
る
が
、
予

算
の
執
行
状
況
お
よ
び
事
業
の

進
捗
状
況
は
。

答
　
町
長
　測
量
設
計
費
は
５

月
30
日
に
契
約
締
結
、
地
形
測

量
は
終
了
し
用
地
測
量
は
11
月

よ
り
進
め
て
お
り
、
11
月
末
時

点
進
捗
率
約
50
％
で
あ
る
。
測

量
設
計
業
務
費
は
10
月
24
日
に

問 問答答

問答問答問答

問答

畜産農家への支援対策は

生産者補助金・事業奨励金が交付（町長）

令和７年２月
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せ
て
有
効
に
活
用
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

い
い
の
で
は
。

答
　町
長
　本
町
唯
一
の
宿
泊

施
設
で
あ
り
、
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
。
経

済
性
だ
け
で
判
断
す
る
も
の
で

は
な
く
、
本
町
に
と
っ
て
も
必

要
な
施
設
で
あ
り
、
継
続
的
に

事
業
を
展
開
し
運
営
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
も
併

い
い
の
で
は
。

答
　町
長
　本
町
唯
一
の
宿
泊

施
設
で
あ
り
、
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
。
経

済
性
だ
け
で
判
断
す
る
も
の
で

は
な
く
、
本
町
に
と
っ
て
も
必

要
な
施
設
で
あ
り
、
継
続
的
に

事
業
を
展
開
し
運
営
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
も
併

し
て
い
く
。

問
　昨
今
の
物
価
高
の
影
響
に

よ
り
、
町
民
の
可
処
分
所
得
が

減
り
、
日
常
生
活
に
影
響
を
受

け
る
人
が
増
加
し
そ
う
な
背
景

の
も
と
「
振
興
公
社
」
の
あ
り

方
に
つ
い
て
町
民
の
税
金
を

「
振
興
公
社
」
の
赤
字
埋
め
合

わ
せ
に
使
う
の
は
町
民
に
対
し

理
解
で
き
な
い
も
の
と
考
え
る
。

答
　町
長
　町
か
ら
の
貸
付
金

を
返
済
中
で
あ
り
、
観
光
客
入

込
客
は
増
加
し
て
お
り
令
和
６

年
度
は
前
年
度
よ
り
売
り
上
げ

も
伸
び
て
い
る
。
町
か
ら
の
振

興
公
社
へ
の
財
政
的
な
支
援
は

考
え
て
な
い
。
経
営
健
全
化
に

向
け
て
よ
り
一
層
の
企
業
努
力

を
期
待
し
て
い
る
。

問
　そ
も
そ
も
事
業
ス
キ
ー
ム

に
お
い
て
、
赤
字
に
な
る
の
を

承
知
の
上
、
こ
れ
ま
で
町
で
維

持
し
て
き
た
も
の
の
、
今
後
の

修
繕
費
や
利
用
状
況
を
鑑
み
る

と
、
そ
ろ
そ
ろ
売
却
し
た
方
が

問
　自
転
車
以
外
で
通
学
す
る

児
童
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を

し
て
い
な
い
。
当
た
り
前
の
光

景
に
見
え
る
も
の
の
、
児
童
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
は
交
通
事

故
や
事
故
死
を
減
ら
す
効
果
が

あ
る
。
所
見
を
伺
う
。

答
　教
育
長　
児
童
の
生
命
を

守
る
観
点
か
ら
、
通
学
時
に
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
す
る
こ
と
は
有

効
な
手
段
だ
と
思
う
が
、
徒
歩

通
学
時
児
童
な
ど
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
に
つ
い
て
は
メ
リ
ッ
ト

・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
必
要

性
に
つ
い
て
、
保
護
者
や
教
職

員
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

問
　ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る

習
慣
は
、
例
え
ば
地
震
が
あ
っ

た
際
に
頭
を
守
る
の
に
必
要
な

ア
イ
テ
ム
で
は
。

答
　教
育
長　
よ
き
習
慣
と
い

う
の
は
非
常
に
大
事
。
い
ろ
い

ろ
な
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討

通学時（小学校）のヘルメット着用を

必要性について検討する（教育長）

一
般
質
問

▲子どもの命守る　ヘルメット

答問

答

問答問答

問「
縁
の
郷
」の
売
却
を

「
地
域
振
興
公
社
」の

  

独
立
を

鈴木　利博
すず き とし ひろ

議員
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問
　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
国

に
お
い
て
来
年
度
定
期
接
種
化

が
了
承
さ
れ
、
接
種
年
齢
は
65

歳
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
50
歳

以
上
を
助
成
対
象
と
す
る
本
町

の
現
行
制
度
を
維
持
す
べ
き
と

考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

　
ま
た
、
現
在
、
接
種
費
用
の

お
お
む
ね
５
割
（
１
万
円
×
２

回
）
を
公
費
で
助
成
し
て
い
る
。

定
期
接
種
後
は
国
の
公
費
負
担

が
３
割
と
予
想
さ
れ
る
。
住
民

の
自
己
負
担
額
が
変
わ
ら
な
い

よ
う
、
町
と
し
て
あ
と
２
割
の

助
成
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

答
　
町
長　
帯
状
疱
疹
予
防
接

種
を
希
望
す
る
方
が
増
え
て
い

る
中
、
任
意
接
種
で
あ
る
た
め

費
用
が
高
額
と
な
る
こ
と
か
ら

経
済
的
負
担
軽
減
と
健
康
の
保

持
増
進
の
た
め
、
今
年
度
か
ら
、

黒
川
地
区
４
市
町
村
で
協
議
し

て
始
め
た
事
業
で
あ
る
。
定
期

▲気にしてください‼ＲＳウイルス感染症

答
　
町
長
　接
種
の
必
要
性
も

考
慮
し
、
本
町
の
財
政
状
況
や

国
の
接
種
方
針
も
踏
ま
え
て
検

討
し
て
い
く
。

以
上
持
続
す
る
と
報
告
さ
れ
て

い
る
が
、
接
種
費
用
が
２
万
５

千
円
と
高
額
で
、
現
在
は
全
額

自
己
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
少

し
で
も
接
種
し
や
す
い
よ
う
に
、

半
額
程
度
の
公
費
助
成
を
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
が
所
見
を

伺
う
。

接
種
化
さ
れ
れ
ば
、
対
象
年
齢

や
個
人
負
担
額
も
含
め
て
医
師

会
や
近
隣
市
町
村
と
も
協
議
の

上
進
め
た
い
と
考
え
る
。

問
　
肺
炎
を
引
き
起
こ
す
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
と
し
て
、
新
た
に

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
が
注
視
さ
れ
て

い
る
。
疾
患
の
周
知
と
感
染
予

防
へ
の
注
意
喚
起
が
必
要
と
考

え
る
が
、
当
町
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

答
　
町
長
　広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
周
知
啓
発
に

努
め
て
い
く
。

問
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
コ
ロ

ナ
よ
り
も
知
ら
れ
て
い
な
い
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
活
用
な
ど
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
保
健
福
祉
課
長
　感
染
症

の
予
防
の
た
め
の
周
知
、
対
策

の
必
要
性
を
町
と
し
て
皆
さ
ん

に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
思

う
。

問
　
令
和
５
年
９
月
に
世
界
初

の
成
人
・
高
齢
者
向
け
の
Ｒ
Ｓ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
が
日
本
で

も
承
認
さ
れ
、
令
和
６
年
１
月

か
ら
接
種
可
能
と
な
っ
た
。
予

防
効
果
も
高
く
、
効
果
は
２
年

問問 問 答答

答

問答

帯状疱疹予防接種 助成の維持を

対象年齢や個人負担額も含め協議（町長）

令和７年２月
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なかた み え こ
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炎
予
防
に
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い
て
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Ｓ
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︻
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　疾
患
啓
発
冊
子

　24
年
４
月
改
訂
版
︵
一
般
向
け
︶
︼

一
般
質
問

19

交
通
が
目
の
細
か
い
運
行
計
画

を
立
て
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

ぞ
れ
が
補
い
あ
っ
て
い
く
、
抜

本
的
な
見
直
し
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

問
　そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
考
え
て

い
く
の
で
は
な
く
、
ト
ー
タ
ル

で
見
直
し
て
い
っ
て
は
ど
う
か
。

答
　町
長　
町
全
体
が
活
気
づ

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
の
公
共

問
　そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
考
え
て

い
く
の
で
は
な
く
、
ト
ー
タ
ル

で
見
直
し
て
い
っ
て
は
ど
う
か
。

答
　町
長　
町
全
体
が
活
気
づ

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
の
公
共

問

　「
住
民
バ
ス
・
ス
ク
ー
ル

バ
ス
・
通
園
バ
ス
・
ふ
れ
あ
い

号
」
な
ど
で
交
通
の
利
便
性
を

高
め
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
や
改
善
案
を
伺
う
。

答
　町
長　
﹁
住
民
バ
ス
﹂
に

つ
い
て
は
定
時
運
行
に
よ
る
不

便
さ
や
、
利
用
者
数
の
減
少
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
な
ど
を
実
施
し
、
普

通
車
に
よ
る
デ
マ
ン
ド
交
通
な

ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　﹁
通
園
バ
ス
﹂
に
つ
い
て
は
、

年
々
利
用
者
数
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
ど
も
園
と
運

行
事
業
者
が
協
議
し
て
い
く
。

　﹁
ふ
れ
あ
い
号
﹂
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
運
行
区
域
外
で
の

乗
降
が
で
き
な
い
こ
と
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
が
、
委
託
事
業

者
と
協
議
し
な
が
ら
区
域
拡
大

を
検
討
し
て
い
く
。

答
　教
育
長
　﹁
ス
ク
ー
ル
バ

ス
﹂
児
童
生
徒
が
減
少
し
て
い

る
が
、
そ
れ
に
反
比
例
し
て
委

託
費
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

で
あ
り
、
ル
ー
ト
変
更
な
ど
を

検
討
し
、
経
費
削
減
に
努
め
て

い
く
。

問
　10
月
か
ら
休
業
し
て
い
る

「
縁
の
郷
」
に
つ
い
て
、
町
の

考
え
を
伺
う
。

答
　町
長　
指
定
管
理
者
が
撤

退
し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
は
プ

レ
オ
ー
プ
ン
と
い
う
形
で
町
の

直
営
管
理
と
な
っ
て
い
る
。
現

状
で
は
、
直
ち
に
補
助
金
の
返

還
を
求
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
し
か
し
、﹁
縁
の
郷
﹂
を

有
効
に
活
用
し
て
い
く
た
め
、

早
期
に
新
た
な
指
定
管
理
者
を

選
定
し
て
い
く
。

問
　町
外
だ
け
で
な
く
町
内
の

人
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
は
。

答

　町
長　
町
内
の
方
に
も
し

っ
か
り
活
用
し
て
い
た
だ
け
る

施
設
に
し
て
い
く
こ
と
が
こ
の

施
設
の
価
値
を
高
め
る
と
考
え

る
の
で
、
そ
の
あ
た
り
を
検
討

し
て
い
く
。

ど う す る 縁 の 郷

新たな指定管理者を選定する（町長）

一
般
質
問

▲休業となった縁の郷

問答

答

答

問

問答問答

赤間　繁幸
あか ま しげ ゆき

公
共
交
通
に
つ
い
て

議員
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議
会
の
主
な
動
き
（
10
/
1
〜
12
/
31
）

10/1
10/3
10/4
10/6
10/7
10/8
10/10
10/13
10/17
10/23
10/25
10/26
11/1
11/5
11/6
11/12

月　日 用　　　　　務 用　　　　　務
黒川地方町村議会連絡協議会役員会
議会運営委員会［群馬県吉岡町議会視察対応］
広報広聴常任委員会
黒川地区女性防火クラブ研修会［大衡村］
仙台北部道路建設促進期成同盟会要望活動［仙台市］
黒川地域行政事務組合議会定例会
広報広聴常任委員会
総合防災訓練
宮城県黒川地方町村議会議長会定例会議［仙台市］
教育民生常任委員会
町事業に関する事業報告会
おおさとまつり
黒川地方市町村議会連絡協議会議員研修会実行委員会
宮城県町村議会議長会議会広報研究会［仙台市］
宮城県黒川地方町村議会表彰式・議員研修会［松島町］
総務産業常任委員会

11/13
11/14
11/19
11/22
11/26
11/29
12/3～6
12/3
12/11
12/12～13
12/16
12/17
12/18～19
12/20
12/23
12/24

町村議会議長全国大会・本県関係国会議員との意見交換会［東京都］
おおさとスマートスポーツパーク構想に関する調査特別委員会
議員全員協議会・議会運営委員会
宮城県町村議会議長会議・県知事と町村議会正副議長との意見交換会［仙台市］
議会運営委員会・黒川地域行政事務組合議会運営協議会［大和町］
おおさとスマートスポーツパーク構想に関する調査特別委員会
第４回定例会
広報広聴常任委員会
広報広聴常任委員会（新成人との座談会）
議会運営委員会視察研修［福島県三春町、桑折町］
広報広聴常任委員会
黒川地方市町村議会連絡協議会議員研修会
広報広聴常任委員会視察研修［福島県大玉村、山形県川西町］
黒川地域行政事務組合議会定例会［大和町］
議員全員協議会・第６回臨時会
広報広聴常任委員会

月　日

令和７年２月

№217
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

１．有限会社髙木商店仙台工場

　　大型スーパーやコンビニエンスストアへの営業

販路を確立され、フルオートメーション化の増設

と120名の雇用を行っており、町民の雇用も積極

的に行っている。また、食品を取り扱うことから、

終業後３時間かけて製造機械をすべて分解して洗

浄することで製造管理を徹底していた。今後は、

工場の増設や外国人労働者の宿舎建設には用地取

得が必須とのこと。

２．株式会社村上農園宮城大郷生産センター

　　豆苗のほかスプラウトを生産し、東北・関東方

面へ出荷している。オートメーション化により、

人員配置は最終工程である豆苗の箱詰めに重点を

おいている。

　　現在、稼働率25％であり、早期100％を目指

している。

３．有限会社大郷グリーンファーマーズ

　　水稲および畑作の有機栽培・販売を行っており、

みやぎ生協や福祉施設との農福連携も行っている。

有機栽培面積は県内最大級であり、社員の雇用も

増加している。また、宮城県農業協同組合中央会主

催のオリザ賞の準大賞を受賞された。

「公共交通について」を調査します。

【意見】

１．国民健康保険の統一化について

　宮城県は、今年度中に目標年限を設定するとのこ

とであるが、確定した場合は町内の被保険者に対

して、すみやかに周知を図られたい。

２．マイナ保険証の利活用について

　本町のマイナ保険証利用状況は4.6％と非常に低

い。利用方法・活用のメリット等、周知の強化を

図られたい。

３．大郷町第３期データヘルス計画における受診率

の向上対策について

①第２期までのデータをベースに受診率向上による

疾病の早期発見や重症化予防等に成果が得られる

よう取り組みを検討されたい。

②病気を経験した方々の体験談を周知する取り組み

を検討し、さらに特定健康診査の重要性をＰＲ強

化するなど、受診率向上に努められたい。

【意見】

▶
㈲
髙
木
商
店
に
て

　役場３階第３委員会室において、町民課より本
町における年金・医療保険の現状について調査を
実施した。

　㈲髙木商店、㈱村上農園、㈲大郷グリーンファ
ーマーズにおいて、産業振興について調査を実施
した。

▶
役
場
第
３
委
員
会
室
に
て

11
12

10
23

町内企業の産業振興をマイナ保険証利活用の周知強化を

次
回
は「健康づくり事業について」 を調査します。

次
回
は

常任委員会常任委員会教 育 民 生 総 務 産 業 常任委員会常任委員会

21

講 演　「議会の見える化＆住民の信頼・認知へ

　　　　　　　　　　　　　　　　〜議会広報の基本と編集〜」

議会広報サポーター　芳野　政明 氏　

宮城県町村議会議長会議会広報研究会11/5

講 演　「より強い吉田川へ」

吉田川新たな水害に強いまちづくりプロジェクトから“流域治水”へ深化
国土交通省東北地方整備局　北上川下流河川事務所　　　

副所長　間山　隆之 氏　

宮城黒川地方町村議会表彰式並びに議員研修会11/6

講 演　「多様な人材が参画できる議会を目指して

　〜母として、介護に携わったものとしての小さな歩み〜」

栃木県那珂川町議会　議員　益子　純恵 氏　

黒川地方市町村議会議員研修会

〔宮城県自治会館〕

〔松島町　パレス松島〕

〔大和町〕
12/17

第６回
臨時会
12月23日

第１回
臨時会
１月８日

人事院勧告に伴う給与等の　
関係条例の一部改正

物価高騰対策に5979万円5979万円

議案第63号　議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正（期末手当を0.05月分引き上げ、年3.45月とする）
議案第64号　特別職の職員で常勤の者の給与及び旅費に関する条例の一部改正（同上）
議案第65号　職員の給与に関する条例の一部改正
　〇一般職 初任給をはじめ若年層に重点を置き、月例給を引き上げる。
　 期末手当および勤勉手当をそれぞれ0.05月分引き上げ、年4.6月とする。
　〇定年前再任用短時間勤務職員 期末手当および勤勉手当をそれぞれ0.025月分引き上げ、年2.4月とする。

原案のとおり
可決しました

【上記議案に係る補正予算】
議案第66号　一般会計補正予算（第9号） 3219万3千円を追加し総額64億6042万5千円
議案第67号　介護特別会計補正予算（第3号） 18万7千円を追加し総額11億5706万7千円
議案第68号　水道事業会計補正予算（第7号） 39万4千円を追加し総額2億4321万1千円
議案第69号　下水道事業補正予算（第3号） 106万9千円を追加し総額3億7482万8千円

2469万円

760万円

2413万円

・住民税非課税世帯１世帯あたり３万円を給付
・子ども１人あたり２万円を加算
肥育牛 7,000円/頭
繁殖牛 3,000円/頭　　子牛 2,000円/頭
乳用牛 5,000円/頭　　育成・子牛 2,000円/頭
・町民１人あたり3,000円の商品券を発行
・２月中旬に発送予定

議案第１号　一般会計補正予算（第10号） を原案のとおり可決。5979万３千円を追加し総額65億2021万円。

価 格 高 騰 対 策 給 付 金

畜産特別対策支援事業交付金
・牛の頭数に応じた交付金（年度内に交付予定）

商 品 券 発 行 事 業 補 助 金
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大郷町議会議長

石　川　良　彦
よし ひこかわいし

真
の
地
方
創
生
の
実
現
を

※定例会の会期は都合により変更になることがあります。  
※土曜日、日曜日及び休日は休会となります。  

令和７年　第１回定例会

令和７年　第２回定例会

令和７年　第３回定例会

令和７年　第４回定例会

令和８年　第１回定例会

定　例　会 期　　　間 会期日数

定例会年間予定表

本年もよろしくお願い申し上げます

令和７年３月４日（火）～19日（水）

令和７年６月３日（火）～６日（金）

令和７年９月11日（木）～26日（金）

令和７年12月２日（火）～５日（金）

令和８年３月４日（水）～19日（木）

16日

４日

16日

４日

16日

　謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　平
素
、
町
民
皆
様
に
は
、
議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
格
別

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　地
方
を
取
り
巻
く
、
社
会
経
済
情
勢
は
、
急
速
に
大
き
く
変

化
し
て
お
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
社
会
が
加
速
し
、
福
祉
・
医

療
、
教
育
・
子
育
て
、
防
災
・
減
災
事
業
な
ど
、
増
大
す
る
諸

課
題
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
し
、
真
の
地
方
創
生
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　今
年
は
、
本
町
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
と
、
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
を
見
直
し
、
今
後
10
年
間
の
指
針

と
な
る
新
た
な
﹁
大
郷
町
総
合
計
画
﹂
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

財
政
状
況
が
一
層
厳
し
く
な
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
効
率

的
・
効
果
的
施
策
の
展
開
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
行
政
課
題
や
複
雑
・
多
様
化

す
る
住
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
議
会
と
し
て
の
責
務
と
役

割
を
果
た
す
べ
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
皆
様

の
引
き
続
き
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　結
び
に
、
町
民
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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▲空き家対策セミナー▲漏水確認調査

その後の対応と今後の計画

その後どうなった… 第93回

これまでの意見・提言等
・水道の漏水調査を強化し、有収率の向上を
図られたい。

（議会広報214号　意見提言より）
・石綿セメント管の更新と漏水調査を早期に
行い、有収率の向上に努められたい。

（議会広報216号　意見提言より）

　漏水調査については、今年度、全国的に
も先進的である人工衛星の画像解析技術を
用いた「衛星を活用した漏水調査」を実施
しています。今後はこの調査結果をもとに、
現地で音聴調査などを実施し、漏水が確認
された場合には早急に修繕工事を行い、有
収率の向上に努めます。
※有収率84.1％、R6.3.31

　石綿セメント管更新については、大郷町
水道事業基本計画（水道ビジョン）に基づ
き、早期更新に向け計画的に更新を進めて
います。また、今年度は中村・鶉崎地区の
配水管布設替設計業務を発注し、来年度か
ら工事を予定しています。
※中村・鶉崎地区の設計
　L＝1.730㎞（複数年で工事を予定）

上下水道課

　倒壊危険住宅ということになると、その
ほとんどが長期間放置された空き家になる
かと思われます。
　これまでも毎年、固定資産税納付書に空
き家対策に関する情報を掲載し、所有者の
方に対して空き家問題への意識の醸成を
図っており、さらに、空き家バンクの運用
や空き家対策セミナーを開催し、所有者の
相談を受けながら、空き家の解消につなが
るよう努めてきました。
　今後は、民間企業との連携を強化し、空
き家にならないための周知も図りながら、
空き家の有効活用や適切な処分の支援など、
空き家対策を促進していきます。

まちづくり政策課

その後の対応と今後の計画

これまでの意見・提言等
　倒壊危険住宅については、所有者等に活用
できる補助金の案内や相談を実施してきまし
た。今後も相談や倒壊危険住宅の危険性、所
有責任について指導していきます。

（議会広報207号　追跡リポートより）

追跡リポート追跡リポート追跡リポート
tracking report

倒壊危険住宅対策を有収率の向上について
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おおさとおおさと

　新
成
人
の
方
々
と
の
懇
談

で
は
将
来
の
夢
や
希
望
の
他

に
、
町
に
対
す
る
率
直
な
意

見
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
若

い
世
代
の
視
点
に
は
感
心
す

る
こ
と
が
多
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
大
郷
小
６
年
生
が
定

例
会
を
傍
聴
し
、
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
議
会
見
学

で
何
を
学
ば
れ
た
の
か
注
目

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　広
報
広
聴
常
任
委
員
会
で

は
、
よ
り
読
み
や
す
く
、
よ

り
分
か
り
や
す
い
議
会
広
報

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
研
修

会
へ
の
参
加
や
視
察
を
通
じ

て
学
ん
だ
こ
と
を
、
こ
れ
か

ら
の
紙
面
づ
く
り
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

 

鎌
田

　暁
史

編
集
後
記

　私
が
15
年
間
大
郷
町
で
暮
ら
し
て
き
て
、
大
郷

町
の
良
さ
を
た
く
さ
ん
知
り
ま
し
た
。

　大
郷
町
の
良
さ
は
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
な
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
疲
れ
て
い
る
時
で
も
、
自
然

を
目
に
す
る
と
元
気
に
な
れ
ま
す
。

　今
、
私
は
大
郷
中
学
校
に
在
学
中
で
す
が
、
残

り
わ
ず
か
で
卒
業
で
す
。
大
郷
の
小
中
学
校
で
本

当
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
友

達
と
の
関
わ
り
方
、
支
え
て
く
れ
る
人
の
大
切
さ

な
ど
、
様
々
な
場
面
で
成
長
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　大
郷
小
、
中
学
校
に
通
う
こ
と
が
で
き
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　将
来
は
ど
う
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
た

ち
が
暮
ら
し
て
き
た
大
郷
町
を
、
大
切
に
し
て
く

れ
る
人
が
少
し
で
も
多
く
増
え
て
く
れ
た
ら
う
れ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
大
郷
町

が
少
し
ず
つ
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。　そ

し
て
、
自
然
を
大
切
に
し
て
暮
ら
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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福島県大玉村議会 山形県川西町議会

広報広聴常任委員会  視察研修広報広聴常任委員会  視察研修12/18・19

　令和５年町村議会広報全国コンクールにおいて、
表紙デザイン賞「銅賞」を受賞している。議会を
身近にし、議会活動への理解を広げたいという意
図があり、表紙と裏表紙を飾る「住民の声」を重
点としている。

今回は、議会だよりの編集や広聴活動などをテーマに視察を実施しました。先進自治体

の研修結果を参考に、町民の皆様に愛される議会だよりを目指してまいります。

（
令
和
７
年
成
人
式
）

（
令
和
７
年
成
人
式
）

　平成27年度町村議会広報全国コンクールにて、
最優秀賞をはじめ、14年連続して入選を果たし
ている。住民参加のコンテンツも多く設け住民と
のコミュニケーションを大切にしているなど、常
に研さんを重ね、広報紙づくりに努力している。

大
切
な
場
所
お
お
さ
と

大
切
な
場
所
お
お
さ
と
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